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立
命
館
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
・
ニ
ッ
テ
大
学
か
ら
招
へ
い

最
先
端
技
術
や
研
究
の
体
験
と
交
流

今
年
７
月
10
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
の

ニ
ッ
テ
大
学
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
か
ら
９
名
の
学
部
生
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
立
命
館
大
学
で
は
、
ニ
ッ
テ
大

学
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
対
象
と
し
た
、
日
本
の
科
学
技

術
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
１
５
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
工
学
分
野
」
を
主
テ
ー
マ
と
し
、
関
連

す
る
専
門
分
野
の
立
命
館
大
学
教
員
に
よ
る
講
義
や

研
究
室
見
学
、
「
明
石
海
峡
大
橋
見
学
（
維
持
管
理

技
術
）
」
や
「
ス
ズ
キ
工
場
見
学
（
自
動
化
技

術
）
」
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
最
新
の
研
究
や
技

術
に
直
接
触
れ
、
教
員
や
見
学
施
設
の
方
々
と
意
見

交
流
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
植
物
糖
鎖
の
生

合
成
・
分
解
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」
「
構
造
ヘ
ル
ス

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
信
頼
性
解
析
・
維
持
管
理
計
画
策

定
」
「
建
築
情
報
学
と
人
間
科
学
に
よ
る
人
・
建
築

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
拡
張
と
高
度
化
」
「
視
覚
・
触
覚

セ
ン
サ
を
中
心
と
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
セ
ン
シ
ン
グ
・

知
能
化
技
術
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
４
人
の
教
員

か
ら
研
究
内
容
、
研
究
室
、
研
究
施
設
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
物
学
を
専
攻
し
て
い
る
Ｎ

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学
生
、
引
率
教
員
の
専
門
分
野
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
生
命
科
学
部
生
物
工
学
科
教
員
か

ら
の
研
究
室
紹
介
も
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

自
分
の
専
攻
外
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
先
生
方
の
研

究
内
容
を
熱
心
に
聞
か
れ
、
積
極
的
な
質
問
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
科
学
技
術
に
直
接
触
れ
て
い
た
だ
く
べ
く

明
石
海
峡
大
橋
（
維
持
管
理
技
術
）
、
ス
ズ
キ
㈱
湖

西
工
場
（
自
動
化
技
術
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
明
石

海
峡
大
橋
で
は
、
世
界
最
大
級
の
橋
の
建
設
に
つ
い

て
、
隠
さ
れ
た
橋
の
技
術
や
歴
史
に
関
す
る
説
明
Ｖ

Ｔ
Ｒ
を
視
聴
し
、
普
段
立
ち
入
る
こ
と
が
出
来
な
い

管
理
用
通
路
を
通
り
、
海
面
上
約
３
０
０
㍍
の
主
塔

ま
で
の
間
、
各
設
備
に
関
す
る
説
明
を
受
け
な
が
ら

案
内
頂
き
、
明
石
海
峡
大
橋
の
塔
頂
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
高
度
な
技
術
が
多
く

取
り
入
れ
ら
れ
た
世
界
最
大
級
の
橋
の
構
造
に
興
味

を
持
ち
、
担
当
者
に
多
く
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
塔
頂
か
ら
の
絶
景
の
景
色
に
は
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
の
学
生
が
、
両
大
学
の
学
生
の
親
睦

を
よ
り
深
め
る
た
め
日
本
文
化
に
関
す
る
説
明
を
行

い
、
箸
使
い
対
決
を
し
た
り
、
説
明
を
交
え
な
が
ら

折
り
紙
で
鶴
を
折
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
会
や
歓
送
会
で
も
学
生
が
主
導
で
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
歓
送
会
で
は
、
習
字
体
験
や
日

本
の
駄
菓
子
試
食
等
の
企
画
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し

た
。
学
生
ら
が
主
体
的
に
企
画
・
実
施
し
た
こ
と
で
、

会
話
も
弾
み
、
双
方
に
と
っ
て
良
い
国
際
交
流
の
機

会
と
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
「
立
命
館
大
学
の
学
生

か
ら
受
け
た
〝
お
も
て
な
し
〞
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
や
歴
史
、
科
学
技
術
に
触
れ
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
今
後
の
研
究

交
流
・
留
学
の
推
進
を
図
る
べ
く
日
本
語
講
座
の
開

講
、
日
本
文
化
体
験
（
着
物
や
袴
の
着
付
け
）
を
行

い
ま
し
た
。
笑
顔
で
写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
お
も
ち
ゃ
の
刀
も
好
評
で
し
た
。

最
終
日
に
は
、
成
果
報
告
会
を
実
施
し
、
滞
在
中

に
学
ん
だ
最
先
端
の
科
学
技
術
・
日
本
文
化
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
も
、
日
印
の
学
生
、
教
職
員

間
で
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
交
流
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
双
方
の
学
生
や
大
学
に
と
っ
て
貴
重
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
367
回

＝
特
別
連
載
＝

野阪	克義
（立命館大学　　　
理工学部副学部長）
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◉
イ
ン
ド
人
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・
私
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
最
も
感
銘
を
受
け
た
。
誰

も
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
助
け
を
借
り
て
簡
単
に
生

活
し
て
い
る
。
一
般
の
人
々
の
利
便
性
の
た
め
に
、

物
事
が
い
か
に
自
動
化
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

日
本
の
文
化
に
も
感
銘
を
受
け
た
。
み
ん
な
が
み

ん
な
と
協
調
し
て
い
る
。
規
律
と
謙
虚
さ
。
そ
し

て
最
も
重
要
な
の
は
、
お
い
し
く
て
健
康
的
で
栄

養
価
の
高
い
食
事
で
、
こ
こ
で
の
時
間
を
楽
し
ん

だ
こ
と
だ
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
当
に
良
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
本
当
に
良
か
っ
た
。

・
短
い
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
よ
く
構
成
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。
短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
深
い
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

◉
今
後
の
展
望

今
回
の
ニ
ッ
テ
大
学
受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

ニ
ッ
テ
大
学
生
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
や
学
生
交
流
企
画

等
の
企
画
・
運
営
な
ど
に
延
べ
20
名
以
上
の
立
命
館

大
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
学
生
に

と
っ
て
、
日
本
に
来
て
い
る
イ
ン
ド
人
大
学
生
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
日
本
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
、
同

時
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
を
考
え
る
こ
と

は
日
本
文
化
を
再
度
見

つ
め
直
す
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

参
加
し
て
く
れ
た
学

生
か
ら
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
発

表
能
力
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
能
力
の
向
上
を
感

じ
た
」
や
、
「
語
学
の

学
習
意
欲
が
湧
い
た
」

な
ど
の
感
想
を
聞
い
て

お
り
、
学
生
自
身
の
成

長
に
繋
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
「
工
場
見

学
や
研
究
室
見
学
も
お

も
し
ろ
い
と
思
う
が
、

日
本
文
化
に
接
し
、
異

な
る
環
境
で
生
活
す
る

人
々
と
の
交
流
や
、
よ

り
多
く
の
日
本
人
学
生

と
の
交
流
が
必
要
で

は
」
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
は
今
後
の
受
け
入

れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
は
ニ
ッ
テ
大
学

の
学
生
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
が
、
２
０
２
４
年

２
月
に
は
立
命
館
大
学

の
学
生
が
ニ
ッ
テ
大
学

を
訪
問
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
正
課
授
業
の
一
環

と
し
て
）
が
控
え
て
お

り
、
ニ
ッ
テ
大
学
と
の

交
流
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
予
定
で
す
。

成果報告会での発表 明石海峡大橋見学

和室で着付けを体験 大学研究施設の見学




